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い る．兒頭牽出は 多 く（81％）篠易で胎盤 は 用手剥

離 ．50％ ，自然娩 出 20％，用器牽出 19％．出血 は少

量 41％ ， 中等量 5甥 ， 多量 5％ （切開或は娩出時 ，

但 し貧血 症瓶を 呈 した者 は な し）．手術經過 の概評

は順調 80％ ， 、稍 i障碍 あ りしもの 20％ ， 重症 0
，

死亡 0．術 後の 經過 は，順調 79
， 輕度の 障碍 14

， 治

療を要 した もの 3 （強度 の 後屈症 に て 復古 不全 1例

腟壁再縫合 2例）死 亡 0
， 不詳 4． 術 後排尿障碍 4

％，術後 5 日 目 に於 け る腟切 創 の 癒齎猷態は良好

95％
，

一部 膨開 5％ ．在院 日數雫均 8，3 口で 私は 1

邇闇を原則 と して い る．

　B 　手術 後の 成績　　　　　　　　1

　小數で は あ る が本手術 後約 工e週頃 に 再診 し得た

例 （再妊娠 を除 く）11例 に つ き自覺的異常は常時 ・

運動時 ・ 性交時すべ て な く， 輕度の 月經痛 2 例 あ

り． 膣手術創瘢痕が「は つ き り見 え る」もの 3
， 「か

す か に」 5，「見えな い」3．抵抗 と して は細 く線状

に ふ れ る者 が 3 例 の み ． 他 に全例 と も異常所見な

く後遺症 は 殆 ど な か つ た ，

　C 　妊孕 力 に 及 ぽす影響

　本手術後妊娠 した例 を 7 名知 り得た．（勿論前逹

100例以外の 者 も含む ）術後再妊娠迄短 い の は 1 ヵ

鳳 長 い のは H カ 月で經過 は妊娠 111月 で 子宮内

容除去術 に よ る 人 工 中絶を受けた もの 2 例 ， 腹膜

炎で 死 亡直前に 自然流産 した不幸な 1 例， jE常分

娩 2例，現 在妊娠順調 2 例で あ る，本手術 を受 け

た後は 受胎調節を行 つ て い る 者 が 多 い で あ ろ うか

ら術後の 妊娠牽 を云 々す る こ とは出來な い ． 併 し

比較的短 期 躡に 以上 の 妊娠 が成立 し， 妊娠 ・分娩 巾

手術 に よ る障碍を認め なか つ た． 從 つ て現 在 の と

こ ろ ， 本手術 は妊孕 力 を 障碍 す る こ と は恐 ら くな

い と い え る．

　　策 4 項 　子宮下部横切開術の 臨牀的意義

　DUhrssen
，
　Bumm 氏等の 古 典的方法 に 始 る

tto

年聞の膣式切 開中絶方法の 發逑 史に於 て， Fiichs

安藤氏等 に よ り最後 に 到逹 した の が 本法 で あ る．
’

その實施 に は或 る程度 の 腟式手術 に 必要な技術 ・

設備 ・ 人員 を要 する か らすべ て の 醫師に推奨す る

二 と は出來ない ， 併 し從來の 腟式帝切に 不滿を覺

えた 多 くの 專門家は恐 らく本法 に よつ て滿足 され

る で 庚 〜うと思 う， 叉 少 し く本法 を反 復 さ れ る な

らば ， その 胸 の す く樣 な迅速性 ・安全性 ・確實性は

術者 を して ブ ジー
〆 メ ト ロ イ リーゼ

， ア ブ レ ル 氏

法等 を 去 らし め て ， 妊娠 V 月以 上 の 原則 的本法愛

用者 に轉向 させ る に 至 るで あろ う と思 われ る．

　　　　第 4 節　切開手術 に關す る結論

　切開手術 に よ る中絶方法 と して は
一

般 に BUmm

氏腟式帝王切開術 が主 と して探用せ られ ， 妊娠 V

月以 上 の 急速遽娩 を要す る もの
， 陣痛禁忌症 ， 頸

管硬靱症等が遖應 と され て い る． 併 し術後の 切創

に 歪形 を殘 す こ と ， 妊孕性 を害す る こと ， 膀胱損

傷をお こ す こ と等の 不安その 他の 理 由か ら小病院

は もと よ り大病院 に於て も一・般 に敬遠 され V 月以

上 の 總中絶例中僅か に 3．896に しか行 わ れ て い な

い ． 擔當者 は同僚 と共 に 子宮 下部横切開術 に つ い

て い さ さか 研究 の結果 ， 解剖 鏨的 に合理 的 で あ り

手術 成績 も良好 で 從來の 古 典 的腟式帝王 切 開術 に

代 つ て採 用 せ らるべ き資格 があ り， 又 將來は專門

家 に よ り本法 を用 い て 切開 重術 の 適應が擴大 豺 も

る に 至 る で あろ うと信す る の で， その 成績及び術

式 の 要點 を報告 した．

　k第 3 節 の 研究 に協力 こアこ同 僚は 野 島，中村， 河 野 ， 佐

伯，彦叛 ，坂倉，小 澤 ， 石 塚 ， 山本 ， 栃窪，梺野，多田

飯塚，岩淵，汢 その 他 で あ る．）

調

第 8章　人 工妊娠 中絶方法 の 選擇方針

第 1 節　統計表の分類

尾　　島

枚 を集

作製 し

信 　　夫

た．

　〔表 f〕 方法邏擇 の一般的傾向を示 す統計

　　〔1−−1〕X
妊娠月別，方法 別實施數

N 工工
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饗

　〔1−2〕
X

妊娠月別 ， 病院別實施數

　〔1−3〕es
方法別 ， 病院 別實施數

　〔1−4〕 病院別報告票數

〔表 II〕 方法別 ， 病院別選擇方針頻度

　〔11−1〕か ら〔II−6〕まで

　　　妊娠 II月か ら VII 月迄各月 1枚

　　（その うち〔II−4〕幹

）

r表 III〕 方法別 ， 病院別實施數

　〔III−1〕か ら〔III−6〕まで

　妊娠 II月か らVII 月迄各月 工枚

　　（そ の うち〔III−3〕か ら〔III−6〕まで
es
）

〔表 IV〕　妊娠月別 ， 病院別邏擇方針頻度

　〔1▽−1〕か ら〔IV −8〕まで

　各種方法 に つ き彡各一1 枚

〔表 V 〕 妊娠月別 ， 病院別實施數

　〔V −1〕か ら〔V −7〕まで　各種方法（藥劑 の投與

　 を1 種 とす）に つ き各 1 枚

　　　　　　　　　　　　　　 第 1− 1 表

　〔表 VI〕 妊娠月別の 意見 と して 註記 された事

　項 の分類表

　　〔VI −1〕か ら〔VI −4〕まで

　　妊娠 IV
，
　V

，
　VI

，
　VII 月に つ き各 1 枚

　以上 の統計 をす ぺ て發表 する こ とは 困難 で あ る

か ら之等 に つ い て檢討 した要 旨を邇 べ
， 主要な統

計表の み を選 ん で 掲載 する （
’”
印は本抄録に蝎載の

統 計）紙面 の都合上次 の略號 を使用す る こ とを了

承 せ られた い ．

c 　 子宮内容除去衛

D 　 ア ブ レ ル 氏法 と變法

籤祷體藥劑投與

Fa 　 ブ kV
“
　’−

Fb メ ト ロ イ リ P 憎

ff　切開 手術

E8 その 他 の 方法

◎　主 と して用 い る

　　　　 第 2 節　一般的選擇方針

（全 儚日39550 を 1  0 ％ と す）

O 　時k 用い る こ とが あ る

  　併用的 に用 い る

x 　用 い ろ こ と に反饗

Z　 醫肺ユ名 の 病院

Y 　臀師 2｝4 名 の 病院

X 　醫 師 5名 以 上 の 満 院

　實施數 とは 最近 2 年 間 の

　例數

　 　 妊 娠 月
≒

方 法 　　　　 1 百　 1 皿 F ▽ 1 肩 皿 計

○ 子宮内窓除去術 i

黜 節黷
23 ・9 ｝43 ・9 「〃 ・が

1囲 幻

旨　 〆 ，三
ト

　 つ　ア
　 ）

　 05

o 〆

29

・ク3

0 ．01

／5

02

θ6．9go

！　！

Fa， プ ヂ
ー　　 i

　 　 　 　 　 1

0　 1
じ 0．4 ’ 5 ／．6 ノ、ヅ 46

Fb6 メ旧 イリ
ー
ゼ ・3　 1 ジ

　 　 し
σ 3 1 ゴ i090 ．6 2 、ρ

G7 切 照 手 術

E θ そ の他 の方 法

　　　 計

田 9％ i θ．ジ3

頃 0210 ．03

1・3．gi4 ユ9

　 02

σ 一
、1331

0302

●

85

　 03
　 0．1

i　 6．2

0 ／

0．063

．7

0．9

　 0．5

／00．久

　報告を寄せ られた大小病院の 比 率と 全國 の病院

分布の比率 とは必 す し も
一・致 しな い し ， 叉 地 域的

に濃淡が あ るか ら多少の 差は あ る で あろ うが ， 表

〔1− 】〕か ら本邦現 在の 人工 中絶方法實施 の 大略 の

傾 向を推察す る こ とが出來 る で あろ う，
39，550例

に つ い て III
，
　 H ，　IV 月の C が大部分を占め この

合計 が總數の 80％ に逹 する： 他は V
，
VI の D 以

外 に 月間 2％ を越 え る もの は な い。

　　　　　 第 2 項 妊娠 月別の傾向

幽

、

ギ、
鵡

露

夢

麪
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第 1− 2 表

1　 H1 皿 ll万 1 ▽　
1

皿 斑 計

xl ％
　　ト
Yl ％

Z ％

2 ノ
．
．9

ハ7　 つ
乙 ‘　　 〕

25 、5

：
42 ．〆

、∠ 5 ．

i。 3 ．9

二
δ

ノ 5 ，〆　　　　 1

ド ！ ・フ　i

∠ ，31

9 ．51

，コ，。 i
　 　 　 i

7 ，5 ，

877

．0

5 ，7

4 ．23

．9

3 ，1

／搬 〃rg9〜3イ列）

1講 劉）

1野鷹 鷺鷺  
3

饗i
21r μ

メ1 聯
　表〔1− 2〕に ょ り各種方法の合計 は 111

，
II

，
　IV →

VII 月の 順 で あ り大多數 は 妊娠初期 に行われ て い 　
L

る が V，VI 月合計 がな凝 15％ に 及 ぶ． 二 の 點は

本統計 と同樣萬單位の 入工 中繕統計 を殘 しだ ソ 蓮

に於け る 1920年以降約 10年間 の 合法 人 工 流産時

代 の大統計 と は 趣が異 る．病院別 に は （Y ♪Z に初期

X （Y ）に晩期の 中絶が稍 ）多 い 傾 向が見 られ る．

　　　　　 第 3 項　方法別の 傾同

第 1− 3 表

孑呂内容
除 去 術 窪潔蟹プ頻 ・・ト眺 灘農…瀰 術 其 の 他 計

×

YZ
％　 　 79 ．61

％ け 8．9
％ 8a β

彦1に
’

到メ∴
．1

　 　 　 ！

7 、3　14 ，8　1　2 ・β

0．5

！．4

「．ア

ノ．00
、4

’
o ．60

．50

．5

／00 ，0

／00 ，0

／00 ・0
×・
Y・
Z 勢驚

　 　 　
’
　　　 　　 　　 1

3558 　・ 〜83 ／1 〆〆53
　 　 　 　 　 　 　

9 ．oi46i2 ・gl

445

み ノ

　 3521
　　　　　 1

1091

「
2070

．5

39550

／00 ．0

　表〔1− 3〕に於 て C が大多數で D
，

Fa
，
　 Fb が之

に 次 ぐ． ρが Z に多 い の は前項 月數 や施設の關係

で あ ろ う．D がか な b多 く Z に 比 し Y （X ）に多 い

の は 中， 大病院 が新 しい 方法 に對 して指導 的立 場

か ら研究的態度 に出て い るため もある か と思わ れ

る．Fa ，
　Fb は大病院 に も個 入に も略 i 同等の愛 用

…音が あ る と見 える。E3
，
　 E

‘ は少數．　 G ．は Z
，　 Y

，

X の 順に數倍に なつ て い る．

　　　　 第 3節 妊娠月別の 邏擇方針

　　　　　　　　　 第 工項 妊娠 II月及び III月

　　　　　　 表〔II− 1〕〔II− 2〕〔III− 1〕〔III− 2〕等 tこよ りII，

　　　　　 III月で は C が 99〜100％ に 選擇，實施 され 他の 方

　　　　　 法 （例 えば沃丁注入法 など）は殆 ど行われ て い ない

　　　　　　こ とを確め得た ．C そ の もの と して は表〔V − 1〕に

　　　　　 よ bI 「
，
　 III，　 IV 月の 實施比は 30％ ，

54％，15％

　　　　　 で 病院別 に は X に稍 k低 い ．II
，
　 III 月 の C が頻

　　　　　 度か らい つ て 人 工 中絶の 主役 で あ る．

　　　　　　　　　　　　第 2 項 　妊娠 IV 月
第 III− 3 表　（rv 月）

噌
鞠

　宮内容アアレリi抵広：薬．」投与ト ．
ピ ＿

1

除 去衒 及 ヤρ変ま：注射詑 1浸ピ
ノ
　 1

舶 刊
一
ぜ 切開于術

　 　 　 i
ヤ の 1煙の方｝ 計

XYZ

％
1

％

％i852　 ■

　　848
　　36．2

ゑ  ：綜朝認1二1
42 ．

！．413 、引 3 ．ノ　　 0，6

o．θ

1．！

0 ，g

／00％r1496初
100％四 93 ・ ）

！〃o％（294ア’，）
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％
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・無 二

斜

’

　各種 の方法が行われ て い る が大部分は C で あ り

各病院ほ Y 同率で あ る．〔II− 3〕に よれ ば IV 月の

C に つ い て ◎は X
，
Y

， ．Z 各 々 73
，
71

，
61％ で Z

で は C を主 力 とす る こ と に つ い て稍 土 反省的で あ

る らしい が實施頻度 に差は ない ，D は 2 位 で Y に

多 く實施 され◎ とす る もの Y ， Z
，
　 X 各々 7

，
6

，

2％ で X に低 い が ○ は X に最 も多 く（48％），Y ，
Z

は略 i20 ％，全體 と して○は 22％ ×は◎ の 2 倍帥

ち14％ 對 6％ で ある．第 3 位の Fa は◎ の頻度は 少

い が○は X
，
Y

，
　 Z 各 上 20

，
10

，
9％ で 反劉論者 も

か な b（約 14％）あるが ， X で は時 に用 い る所 が相

當 ある と見 える．第 4 位 Fb は Fa に 比 し反對 も稍

±少 い （11％）が◎ 2％ ， 08 ％ で 贊成者 も一般 に少

い ．G
，　 E3，　 Eg

，
　 E6 等はす べ て 1％前後に實施 さ

れ て い る の み で G
，
Es

，
　 E

， に野 し て は 反對論 も

14
，

12
，
12％ あ る， 以上に より 1V 月の主力は C

、

　　　　　 で あb ，
D が時と して試 み られ，

　 Fa
，
　 Fb は少數

　　　　　 の支持者 があ る と思われ る．

　　　　　　 IV 月に 對 して註 記 された意見 を分類 した表〔VI

　　　　　 − 1〕を要約 すれば

　　　　　　 A − III月 と同樣 に扱 う（帥ち C に ょ る）・…：・16

　　　　　　 B一
獨特の方針に よ る

…………
・
……・・………130

　　　　　　　（a ）・− 2 種以 上 の 方法 を用 い る ………・・…・…99

　　　　　 （1）前後の 2 期 に分 ける 74
， （2）子宮の 大 さによ

　　　　　 b分け る 5
， （3）頸管開大 の難易 に よ り6

， （4）初

　　　　　 産經産 の別 に よ る 4
， （5）實施の 難易に よ り選擇 4

　　　　　　　 （b）一種 々 工夫 した 1 種の 方法を用 い る
…11

　　　　　　　 （c）一最 も困難叉 は 危險の多 い 月 と思 う …20

　　　　　　　　　　（從 つ て V
，
V 「月迄待 つ ……8）

　　　　　　 C − V 月以後の 月 と同樣 な方針 ………………24

　　　　　 帥ち IV 月 に封す る方針 に は 色 々 の 立場が ある．

　　　　　　　　　　　　第 3 項 妊娠 V 月

第 111− 4 表　（V 月）

子呂内容
除 去術

アアll岻
法及でo変法

薬剤投

注射及内服
ブ ジ

ー
メトロイリ遭 切閙手術ぞの他のが 計

　 　 　臨

XYZ％
％
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　 中絶實施例全體の 8．5％ に あた り Z に於て稍 i

少 い ， 表〔111− 4⊃に よれば C が前月に 比 して激減

し：D ：の 比寧 が檜大 して い る．種 々 の方法 がか な り

の 比 牽 に行わ れ て い る こ とは V 月の 中絶が
一

般 に

稍 k 困難で ある こ と， 初期 に於 ける C の樣に絶封

的 の 方法 がな い 等の 爲 で あろ う，表　rZI− 2〕に ょ

れ ば V 月の 中絶 の 困難 を記 した もの 33票 その牛

數 は延期又 は廻避 す る方針で あ る． 2 種以上 の方

法に よ る 79票中 1種の方法 を試み て 成功 し難 い時

に他方法 に移 る もの 24票， 初期（中期）末期 に分割

す る もの 13 票 が ある．

第 II− 4 表　（V 月）
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　D は表 〔II− 4〕に よれ ば◎ と○の合計 X
，
　Y

，
　 Z

に つ き 83
，

77
，
59％ で 反對 は不均 7％ で あ つ て V

月 の 中絶法 に大 きい 地 位を 占め て い る し，
D と

して も最 も實施 され る月で あ る．Fa は中小病院 で

愛用 さ れ て い る が大病院 で も廢 さ れ て は い な い ．

C は まだ甼均 15％ に實施 され て い るが◎は少 く反

對者 もX で は 24％ に及んで い る．Fb に封 し て は

Z が何故か Y
，
X に 比 して稍 爻淌極 的な方針を示

して い るが Fb 全體と して V 月は最大實施頻度を

示 す。E
，，
　 E

， も V 月に最大頻度 を示 して は い る

が◎○共1こ少 く  、が Es　13％ ， ．
E

，
26％ で 60〜70

％ は本法 に無關心 で ある．G もV 月 に最大 頻度を

示 して い るが V 月中絶例 の 4％ に過 ぎす病院に よ

り贄施頻度及び選擇方針 に著 しい 差 が あ る．Es の

t
／1 は本月に行われ て い るが實施頻度 も  も○ も甼

均 2％ に 過 ぎぬ，

　　　　　　 第 圭項　妊娠 VI 月

第 II1− 5 表 　 IVI月）
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　VI 月は全 中絶例の 6 ．2％ で 前月に 比 し C が激

減 し Fa と D の 比 率 が増 して い る．表〔VI − 3〕に よ

れ ば VI 月を分離 して 取 扱つ た票は僅 に ｛5 で他は

悉 く隣接月に準 じ る方針 で その 中「VI 月 を中心 と

して 前後の 月 と同方針」が 80 票 ， 「V 月 と同方針」

19 票 ， 「VII 月と同方針」15票で あ る．　 D は 干均

◎ 44 ％ ， 024 ％ ， X5 ．5％ で ある．　 Fa ぱ X 、で は

時 と して 用 い られ Y 及び Z で は主 と して 用 い ら

れ る傾向が あ り Z に實施頻度 が高い．Fa と しては

VI 月に最 も多 く用 い られ る．　 Fb も稍 i 多 い ．

　　　　　　 策 5 項 　妊娠 VII 月

第 III−−6 表　（VI 【月）
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　全 中絶例 の 4％ が行わ れた が，方法別 の 順位は 略

i 前月に 同 じ．但 し X に も Fa が増 し，
　 Y に Fb

が 増 して い る．表〔VI − 4〕に よれば VII 月獨自の

：方針 を もつ 所は 僅か に 14票 で他 の 95 票 は前月と

o

同方針 で あ る．1 種 の 方法 に よ る もσ） 42 票 に 封

し 2 種以上 の 方法 に よ る もの 52票．VII 月の 中絶

に 困難 を感 じた もの 11票で その中 6票 は良法 な し

と歎 じて い る， 兒娩出後生 活能 力が存す る當惑 す
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第〔VII一ヱ〕表　方法別 ， 月数 別 死亡 皴

　　　　　　　　　　 （括弧内は重症數）
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べ き事態發生 に つ い て の意 見 もあ る．

　　　　　　第 4 節 失殊例の總括

　B 票 に よ る失敗例 に つ い て は すで に 各章に 於て

方法別に くわ し く檢討 され た．術式の選擇 に於 て

は之等 の失敗 が何ヵ 月に 多 い か ， 叉如何な る種類

の 原因に よ る か ， 各方法の 間に於 て比較す る こ と

o

蜘

165−−S1

が重要 で ある．表〔VII一工〕， 〔VII− 2〕は患家の涙

と報告者の 醫學的良心 と に よつ て 得 られたこ のた

め の貴重 な資料 で あ る．

　　 第 5 節　選擇方針 に關す る總括的結論

　以上第 1章か ら第 8章 に 至 る檢討 を總括 して 擔

當者 一同 は 次の結論 に 到逹 した．　　　　　　　　　
’

　妊娠 111月迄 は子宮内容除去術が適 當で あ りIV

月 に も可能で ある． 但 し初妊 その他胎 兒に比 し頸

管狄小例 1三は ラ ミナ リヤ 桿その 他に よ り頸管擴大

の後， 二 次 的に 内容除去術 を行 うの が安全で あり

殊 に IV 月後牛 は愼重な注意 を要 す る．　 V 月以後

は 急速途娩 を はか る の は 却 つ て 危險で あ つ て プ

ジ ー法に よつ て 緩徐に 中絶す るか、 ラ ミ ナ リヤ 桿

その他 に よつ て頸管擴大をは か つ て か ら メ ト ロ イ

リーゼ に よ る 自然娩 出法 を と る こ と が 爰當 で あ

る． 但 しブ ジ ーの本數 を多 くした り．反復挿 入す

る こ とは感染豫 防のため に遯iけた い ．　メ ト ロ イ リ

ーゼ は先 づ頸管の 擴大法 を必 要 と し． 且 つ 患者 に

長 く苦痛を與 え る こ とが あ る。 藥劑 は併用的 に價

値 があ る．IV 月後孚以 降の急速中絹 。 陣痛禁忌症 ．

頸管硬靱症等 に は切開手術が適當で あ る． 一般 に

所謂腟式帝王 切開術 が用 い られ て い る が 子宮下部

横切開術が適當で あつ て ， 更 に技術 ・施設 ・ 入員等

が理 想的な らば同法 に よつ て 切開手術の逋應 を擴

張 する こ と も可能で ある． V 月以降相當 に行われ

て い る ア ブ レ ル 氏法 に つ い て は 原因不明の 急性死

が相當經驗 され て い る の で ，

一般的採用の可否に

つ い て は今後 の研究に また ね ばな らぬ ，
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　貴重な報告 を寄せ られた全國 の 優生保護法指定

醫 ， 日本産科婦 人科擧會會員各位 に 封 し そ の 御協

力を感i す る と と もに擔當者の 統計檢討 の不備 を

お 詫び致 し ます．

　昭和 25 年 4 月
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